
第２期中期運営計画具体化プラン 平成３０年度事業報告 

・「第２期中期運営計画具体化プラン」に従い作成した平成３０年度のアクションプランと目標

値に対する実績及び評価を以下のとおり報告します。 

・評価については、以下のとおり記述します。

Ａ）達成率１００％以上 Ｂ）達成率７５％以上１００％未満 

Ｃ）達成率５０％以上７５％未満 Ｄ）達成率２５％以上５０％未満 

Ｅ）達成率２５％未満 

１ 調査研究図書館～県民と「知識・情報」をつなぐ拠点～ 

ア 県民の「調査研究」を支える資料の充実とサービスの展開

取組項目 評価指標 目標値 実績 評価 

① 市町立図書館・大学図書館

との機能分担と連携を踏ま

えた専門的な図書・資料の

充実

資料購入費における参

考・専門図書購入費の比

率（年間割合） 
６５％ ６４％ Ｂ 

② 調査相談（レファレンスサ

ービス）機能の充実

レファレンス処理票新規

作成件数／年
６５０件 ６６９件 Ａ 

パスファインダー新規作

成件数／年 
１５件 １７件 Ａ 

ふるさと文献データベー

スの登録データ件数（新

規、追加更新の延べ数）

６００件 ６１３件 Ａ 

③ 電子書籍等、新たな媒体へ

の適切な対応と収集

電子資料活用講座受講者

数／年 
１０名 １０名 Ａ 

イ 地域資料収集の強化・充実と情報発信

取組項目 評価指標 目標値 実績 評価 

④ 「ふるさと山口文学ギャラ

リー」の機能強化

「ふるさとの文学者８０

人」関連資料の収集冊数

（延べ数） 

１,２３３冊 ８７５冊 Ｃ 

文学・歴史関係連携事業

における関係資料リスト

作成件数／年 

１８件 １６件 Ｂ 

⑥ 所蔵資料を活用した情報発

信

市町立図書館への展示資

料一括貸出冊数（地域資

料・明治維新資料）／年 

２４０冊 ２４０冊 Ａ 

２ 読書推進図書館～読書活動の拠点～ 

ア 山口県子ども読書活動推進計画の推進

取組項目 評価指標 目標値 実績 評価 

⑦ 山口県子ども読書支援セン

ターによる事業の推進

読書活動を推進する関係部

局・機関等との連携強化

子どもの読書に関する訪

問相談・講師派遣件数／

年 
３８件 ５４件 Ａ 
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イ 読書活動推進を担う人材の育成（県民活動としての読書活動の展開推進）

取組項目 評価指標 目標値 実績 評価 

⑧ 地域の読書活動推進のため

の人材育成

学校の読書活動推進のため

の人材育成

子どもの読書に関する研

修の受講者数（地域及び

学校向け研修受講者の延

べ数） 

１,２００人 １,３３１人 Ａ 

ウ 新たな図書館サービスの構築

取組項目 評価指標 目標値 実績 評価 

⑨ 多様な利用者に対応したサ

ービス体制の構築

マルチメディアデイジー

図書等貸出冊数（マルチ

メディアデイジー図書、

音声デイジー図書、大活

字本、ＬＬブックの貸出

冊数）

１,８７８冊 ２,０５９冊 Ａ 障害者や支援が必要な高

齢者等に対応した資料の

充実と提供（⑨-1） 

広域的利用の促進、非来館 

型サービスの周知（⑨-2） 

館外貸出冊数における市

町立図書館を通じた貸出

冊数（e-Net貸出及び協力

貸出）の割合（年間割合） 

５．３％ ４．８％ Ｂ 

県立図書館ウェブサイト

のアクセス件数／年 1,230,000件 1,417,413件 Ａ 

アクティブシニアへのサ

ービス構築（⑨-3）

アクティブシニアを対象

とした講座等の開催回数

／年
３回 ５回 Ａ 

アクティブシニアを講師

とした講座等の開催回数

／年
２回 ４回 Ａ 

エ 県立図書館における読書環境の充実（多様な読書に対応するための環境整備）

取組事項 評価指標 目標値 実績 評価 

⑩ 読書環境の向上と読書の雰

囲気・空間づくり

障害者等への対応のため

の職員研修の実施回数／

年 

２回 ２回 Ａ 

連携事業で作成した関連

資料リストの館内配布件

数／年 
１７件 １６件 Ｂ 
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３ 全県ネットワーク図書館～図書館ネットワークの拠点～ 

ア 市町立図書館との連携・協力（資料の相互利用、情報・ノウハウの提供等）

取組事項 評価指標 目標値 実績 評価 

⑪ 県内図書館間の連携強化 市町立図書館への訪問回

数（延べ数） 
１１１回 １１１回 Ａ 

イ 大学図書館、専門的機関等も含めた連携（学術研究、専門分野も含めた県域でのネッ

トワークづくり）

取組事項 評価指標 目標値 実績 評価 

⑫ ３館協定館（山口大学図書

館、県立大学図書館）等との

連携強化

山口大学図書館、山口県

立大学図書館との連携行

事の開催回数（延べ数） 
６回 ６回 Ａ 

ウ 県外図書館とのネットワーク形成（県内外図書館をつなぐ結節点としての役割）

取組事項 評価指標 目標値 実績 評価 

⑭ 国立国会図書館が運営する

各種データベースへの参加

レファレンス協同データ

ベースにおける新規デー

タ公開件数／年
３８件 ５４件 Ａ 

エ 地域づくり団体等との連携推進（地域づくり活動等への協力推進）

取組事項 評価指標 目標値 実績 評価 

⑮ 地域づくり、まちづくりイ

ベントへの協力

新たな連携先の開拓実績

（延べ数） ３件 ４件 Ａ 

オ 図書館職員、図書館活動に関わる人材の育成

取組事項 評価指標 目標値 実績 評価 

⑯ 図書館司書研修プログラム

の充実

県内図書館員向け研修受

講者数（延べ数） ８００人 ９１４人 Ａ 

⑰ 図書館活動に関わる人材の

育成

山口図書館サポーターの

活動日数／年 １５日 ２６日 Ａ 

図書館ボランティアへの

研修等の実施回数／年 ３回 ３回 Ａ 
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【平成３０年度事業評価①】 

※計画、遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上 Ｂ）達成率75%以上100%未満 Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

担当 資料整備グループ 

３つの柱 １ 調査研究図書館～県民と「知識・情報」をつなぐ拠点～ 

基本的取組 ア 県民の「調査研究」を支える資料の充実とサービスの展開

取組中項目 (ｱ) 市町立図書館・大学図書館との機能分担と連携を踏まえた専門的な図書・資料の充実

取組小項目 a 機能分担と連携を踏まえた資料収集の推進 

取組の 
方向性 

●専門的な図書・資料収集の充実
●選書体制の整備
●山口県資料の書誌データ整備とデータ提供の充実
●機能分担と連携を踏まえた資料収集の推進

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎分野別の選書基準の策定 資料 ○策定 ○ 

◎新たに収蔵した山口県資料情報のウェブサイトでの提供 企画 → → 

◎市町立図書館等の専門的図書・資料収集希望の把握方策検討・

調査結果を踏まえた資料収集
資料 ○実施 ○ 

評価指標 

（１－１） 

資料購入費における参考・専門図書購入費の比率（年間割合） 

目標値 Ｈ２６：６５％ → Ｒ２：６５％ 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

６６％ ６５％ ６４％ －％ －％ ６５％ ９９％ 

評価 B 

評価の観点 
参考・専門図書の重点的収集体制を継続し、資料収集に努め、目標値を概ね

達成できた。 

■評価・分析

・「山口県立山口図書館分野別選書基準」を策定した。（平成31年4月1日施行）

・平成29年度実施の「山口県立山口図書館の専門的図書・資料収集に係る要望調査」の結果を踏まえた

資料収集に努めた。

■今後の取組

・収集方針及び分野別選書基準に基づいた資料収集を行う。

・引き続き、要望調査の結果を踏まえ、専門的な図書・資料収集の充実を図る。
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【平成３０年度事業評価②】 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上 Ｂ）達成率75%以上100%未満 Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

担当 総合サービスグループ 

３つの柱 １ 調査研究図書館～県民と「知識・情報」をつなぐ拠点～ 

基本的取組 ア 県民の「調査研究」を支える資料の充実とサービスの展開

取組中項目 (ｲ) 調査相談（レファレンスサービス）機能の充実

取組小項目 a 調査相談機能の向上 

取組の 
方向性 

●職員のレファレンス技能向上

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎レファレンス技能向上のための職員研修の実施 総合 → → 

評価指標 

（１－２） 

レファレンス処理票新規作成件数／年

目標値 Ｈ２６：６０８件 → Ｒ２：７００件 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

７８６件 ６３５件 ６６９件 －件 －件 ６５０件 １０３％ 

評価 Ａ 

評価の観点 レファレンス処理票の作成（データ入力）

取組小項目 b レファレンス情報発信機能の充実 

取組の 
方向性 

●ウェブサイトを活用したレファレンス情報の発信

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎パスファインダーの作成とウェブサイトでの公開 総合 → → 

◎ふるさと文献データベースの充実（公開データ登録・更新） 総合 → → 

◎ウェブサイトによるレファレンス事例紹介 総合 → → 

評価指標 

（１－３） 

パスファインダー新規作成件数／年 

目標値 Ｈ２７：１２件 → Ｒ２：１８件 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

１２件 １７件 １７件 －件 －件 １５件 １１３％ 

評価 Ａ 

評価の観点 年度計画による作成 

評価指標 

（１－４） 

ふるさと文献データベースの登録データ件数（新規、追加更新の５年間の延べ数） 

目標値 Ｈ２３～Ｈ２７：数値なし → Ｈ２８～Ｒ２：１，０００件 

備考 月次の新規登録及び更新件数の累積 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

３００件 ４２２件 ６１３件 －件 －件 ６００件 １０２％ 

評価 Ａ 

評価の観点 新規登録の手順を整理中 

■評価・分析
・パスファインダーの新規作成だけでなく、更新についても職員研修の一環として計画的に取り組むよ
うに試行した。（平成30年度更新数：２件）

・作成済みパスファインダーの計画的な更新の実施が課題。（既作成のパスファインダー：約90件）
・ふるさと文献データベースへの新規登録の手順の整理を進めた。

■今後の取組
・パスファインダーは、新規テーマの作成のほか、既作成分の更新含め、計画的に作成する。
・レファレンス処理票作成（データ入力）、ふるさと文献ＤＢ入力の登録手順を整理する。
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【平成３０年度事業評価③】 
 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上    Ｂ）達成率75%以上100%未満   Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

 

 

     担当 資料整備グループ 

３つの柱 １ 調査研究図書館～県民と「知識・情報」をつなぐ拠点～ 

基本的取組 ア 県民の「調査研究」を支える資料の充実とサービスの展開 

取組中項目 (ｳ) 電子書籍等、新たな媒体への適切な対応と収集 

取組小項目 a 電子書籍への対応検討 

取組の 
方向性 

●電子書籍サービスの導入に向けた検討 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎電子書籍等に係る情報収集･動向調査 企画 → → 

取組小項目 b 電子資料の提供、活用の促進 

取組の 
方向性 

●電子資料の新規導入 
●電子資料の活用促進 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎新規電子資料の検討･導入 資料 → → 

◎電子資料活用講座の開催 企画 → → 

◎データベース活用促進のための普及啓発 資料 → → 

◎電子資料活用のための職員研修の実施 資料 → → 

評価指標 

（１－５） 

電子資料活用講座受講者数／年 

目標値 Ｈ２７：数値なし → Ｒ２：１５名 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

－名 ８名 １０名 －名 －名 １０名 １００％ 

     評価 Ａ 

評価の観点 WEB版明治維新資料室掲載資料を使った活用講座を開催した。 

■評価・分析 

・導入していたデータベースの見直し及び新サービスの導入を検討した。導入済みの「聞蔵Ⅱビジュア

ル」について、全国の地域面（山口県）の紙面を閲覧・複写できるサービスを追加した。 

・データベース活用促進のための普及啓発は、ウェブサイトで紹介する程度にとどめた。 

・月末整理日を活用し、電子資料活用（新サービス検討のためのデモンストレーション含む）について

職員研修を実施した。 

 

■今後の取組 

・引き続き新規電子資料の検討・導入を行う。 

・当館開催の行事等に、データベース活用促進のための活用講座を組み込む等普及啓発を図る。 

・新規電子資料導入の際には必ず職員研修を行い、利用者へ迅速に案内できるようにする。また、導入

検討のためのデモンストレーションも積極的に行う。 

・電子資料活用講座を通して、引き続き電子資料活用の普及啓発を図る。 
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【平成３０年度事業評価④】 
 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上    Ｂ）達成率75%以上100%未満   Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

 

 

     担当 資料整備グループ 

３つの柱 １ 調査研究図書館～県民と「知識・情報」をつなぐ拠点～ 

基本的取組 イ 地域資料収集の強化・充実と情報発信 

取組中項目 (ｱ) 「ふるさと山口文学ギャラリー」の機能強化 

取組小項目 a 山口県文学資料の収集強化 

取組の 
方向性 

●「ふるさとの文学者８０人」関連資料の計画的収集 
●収集資料を活用した資料展示、情報提供の実施 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎「ふるさとの文学者８０人」関連資料の収集計画策定・収集 資料 → → 

◎文学者別資料リストの作成・更新 総合 ◇計画作成 ○ 

◎新たに収蔵した資料情報のウェブサイトでの提供 企画 → → 

◎文学ギャラリー常設展の資料更新、新たに収蔵した資料の展示 資料 
○資料更新 

展示実施 
○ 

評価指標 

（１－６） 

「ふるさとの文学者８０人」関連資料の収集冊数（５年間の延べ数） 

目標値 Ｈ２３～Ｈ２７：数値なし → Ｈ２８～Ｒ２：２，４００冊 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

１９８冊 ６５０冊 ８７５冊 －冊 －冊 １，２３３冊 ７１％ 

     評価 C 

評価の観点 
関連資料について、現在出版されているもののほか、古書についても収集に
努めたが、入手できるものが少なく、目標値に届かなかった。 

取組小項目 b やまぐち文学回廊構想推進協議会との連携による事業実施 

取組の 
方向性 

●連携事業の実施促進 
●館外実施連携事業を活用した情報提供 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎おでかけ講座（県文化振興課主催）における出前図書館・展示

の実施、貸出リスト等の配布、県立図書館サービスの周知 
総合 → → 

◎やまぐち文学回廊構想推進協議会及び参加団体との相互協力に

よる事業実施（出前展示、出前図書館、展示協力） 
総合 → → 

評価指標 

（１－７） 

文学・歴史関係連携事業における関係資料リスト作成件数／年 

目標値 Ｈ２６：１５件 → Ｒ２：２０件 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

１８件 １６件 １６件 －件 －件 １８件 ８９％ 

     評価 Ｂ 

評価の観点 おでかけ講座の関係資料リスト等を作成し、配布した。 

■評価・分析 
・「ふるさとの文学者８０人」関連資料の収集計画に基づいた収集を行った。 
・「ふるさと山口文学ギャラリー」開設１０周年記念の企画展示を年２回実施し、文学者８０人全員を
紹介した。また、常設展の展示内容を更新した。 

・文学ギャラリー常設展の資料更新を行うとともに常設展「ふるさとの文学者たち 第１期」を行った。 

■今後の取組 
・引き続き出版情報等を積極的に収集し、「ふるさとの文学者８０人」及び追加された２０人に関連す
る資料の収集を行う。 

・常設展「ふるさとの文学者たち」を第４期まで行う。 
・企画展示を計画的に実施し、常設展示の内容も定期的に更新する。 
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【平成３０年度事業評価⑤】 
 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上    Ｂ）達成率75%以上100%未満   Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

 

 

     担当 総合サービスグループ 

３つの柱 １ 調査研究図書館～県民と「知識・情報」をつなぐ拠点～ 

基本的取組 イ 地域資料収集の強化・充実と情報発信 

取組中項目 (ｲ) 「明治維新資料室」「明治維新人物ギャラリー」等の機能強化 

取組小項目 a 関係資料の収集強化 

取組の 
方向性 

●明治維新資料の収集継続 
●収集資料を活用した資料展示、情報提供 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎関係資料の収集継続 資料 → → 

◎新たに収蔵した資料情報のウェブサイトでの提供 企画 → → 

◎収集資料を活用した資料展示の実施 総合 → → 

◎ふるさと文献情報検索における維新関連項目のデータ新規登

録・更新 
総合 

○新規登録 

校正公開 
○ 

取組小項目 b 関係機関との連携による事業実施 

取組の 
方向性 

●連携事業の実施促進 
●館外実施連携事業を活用した情報提供 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎関係機関との連携による出前図書館・展示の実施、関係資料リ

スト等の配布、県立図書館サービスの周知 
総合 → → 

■評価・分析 

・資料展示及び関係機関との連携事業を、明治１５０年関連事業として実施した。 

・当館ウェブサイトの利用者ポータルを通じて、新規収蔵資料情報を提供した。 

・「明治維新人物ギャラリー」内に、維新人物のパスファインダーを設置し、情報提供に努めた。 

・ふるさと文献情報検索における維新関連項目については、人物情報を中心にデータの新規登録及び更

新を行った。 

 

■今後の取組 

・資料展示及び関係機関との連携事業を継続実施する。 

・ふるさと文献情報検索における維新関連項目の新規登録は、公開手順等を整理し、次回図書館システ

ム更新時に改善を図る。 
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【平成３０年度事業評価⑥】 
 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上    Ｂ）達成率75%以上100%未満   Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

 

 
  

     担当 企画・連携グループ 

３つの柱 １ 調査研究図書館～県民と「知識・情報」をつなぐ拠点～ 

基本的取組 イ 地域資料収集の強化・充実と情報発信 

取組中項目 (ｳ) 所蔵資料を活用した情報発信 

取組小項目 a 地域資料の電子化による情報発信 

取組の 
方向性 

●地域資料の電子化 
●地域デジタルアーカイブの構築 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎地域資料電子化方針等の検討及び資料選定・公開 資料 
○選定・作

業開始 
○ 

◎地域デジタルアーカイブ構築方法、連携方法等の検討・構築 企画 ○運用開始 ○ 

取組小項目 b 出前図書館、展示資料一括貸出等による収集資料の活用 

取組の 
方向性 

●連携事業の実施促進 
●館外実施連携事業を活用した情報提供の実施 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎市町立図書館への展示資料一括貸出の促進 企画 → → 

◎市町の文化施設等との連携による出前図書館・展示の実施、関

係資料リスト等の配布、県立図書館サービスの周知 
総合 → → 

評価指標 

（１－８） 

市町立図書館への展示資料一括貸出冊数（地域資料・明治維新資料）／年 

目標値 Ｈ２７：２２７冊 → Ｒ２：２５０冊 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

１７２冊 ２４４冊 ２４０冊 －冊 －冊 ２４０冊 １００％ 

     評価 A 

評価の観点 市町立図書館等へ出前展示を含めて展示資料一括貸出サービスを行った。 

■評価・分析 

・山口大学図書館、県立大学図書館及び当館の３館で運営する「山口県地域学リポジトリ YOOKE」につ

いて、第２０回図書館振興県民のつどいで紹介ブースを設けて啓発した。山口図書館年報５点を新規

登録した。 

・県内図書館訪問時に展示資料一括貸出の活用を依頼した。 

 

■今後の取組 

・山口大学図書館及び県立大学図書館と連携し、「地域学リポジトリ」の周知に努めるとともに、運用

改善に向けた協議を継続する。また、新規資料の登録を進める。 

・引き続き市町立図書館等への企画提案等、展示資料の活用促進に努める。 
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【平成３０年度事業評価⑥】 
 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上    Ｂ）達成率75%以上100%未満   Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

 

 

 

【参考：展示資料一括貸出事業実績】   

 

展示テーマ等 借受館 展示期間 貸出冊数 

じっけんはっけん鏡の本 科学のおは

なし会 
下松市立図書館 

６月１０日～ 

６月１７日 
１４ 

大村益次郎と石州口の戦い 萩市立田万川中学校 ８月５日 ３４ 

幕末・明治のはやりもの 萩市立明木図書館 
９月１５日～ 

１０月３１日 
４３ 

福原越後からのメッセージ 宇部市立神原小学校 １０月２３日 ８ 

明治維新関連、前原一誠、来嶋又兵衛 
山陽小野田市立中央

図書館 
１０月２８日 ３９ 

薩長土肥 幕末維新の風景をたずねて 岩国市中央図書館 
１２月１日～ 

１２月２８日 
５ 

志に生きた人、吉田松陰 
山口県立熊毛北高等

学校 
１１月２日 ３０ 

海峡の町・下関の史跡（幕末維新） 下関市立吉見中学校 １１月６日 １６ 

小郡と明治維新 山口市立小郡図書館 １１月１１日 ３２ 

脱退騒動 長門市立図書館 
１月２７日～ 

２月１０日 
２９ 

合計 ２４０ 

うち山口県文学及び明治維新関係資料 ２２６ 
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【平成３０年度事業評価⑦】 
 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上    Ｂ）達成率75%以上100%未満   Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

 

     担当 読書推進グループ 

３つの柱 (2) 読書推進図書館～読書活動の拠点～ 

基本的取組 ア 山口県子ども読書活動推進計画の推進 

取組中項目 (ｱ) 山口県子ども読書支援センターによる事業の推進 

取組小項目 a 山口県子ども読書支援センターの機能充実 

取組の 
方向性 

●子どもの読書に係る情報収集及びノウハウの蓄積と県内図書館への還元の推進 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎こどもとしょしつの運営 読書 → → 

◎市町立図書館、学校図書館等からの業務相談等への対応 読書 → → 

取組小項目 b 子どもの読書活動推進事業の推進 

取組の 
方向性 

●子どもを対象とした読書活動推進事業の実施 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎幼児対象のおはなし会の開催（毎月１回） 読書 → → 

◎小中高生対象の行事の実施（年１回） 読書 → → 

取組中項目 (ｲ) 読書活動を推進する関係部局・機関等との連携強化 

取組小項目 a 関係部局等との連携強化 

取組の 
方向性 

●関係機関等との連絡調整（訪問・相談）の強化 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎「山口県子ども読書活動推進会議」への参加による情報収集及

び発信 
読書 → → 

◎市町立図書館、市町教育委員会等への訪問、協議、相談対応の

実施 
読書 → → 

評価指標 

（２－１） 

子どもの読書に関する訪問相談・講師派遣件数／年 

目標値 Ｈ２６：３３件 → Ｒ２：４０件 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

４０件 ５３件 ５４件 －件 －件 ３８件 １３９％ 

     評価 Ａ 

評価の観点 
昨年同様５～６月中に県内１９市町教育委員会を訪問し、情報交換・相談を

実施。講師依頼は昨年並み。 

取組小項目 b 全県的な読書推進の機運向上 

取組の 
方向性 

●子どもの読書に係る情報提供 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎メールマガジン、ウェブサイトによる情報提供 読書 → → 

◎山口県内「子どもの読書」関係ボランティア団体調査の実施（４

年毎実施。平成28年度実施済み 次回調査予定は令和2年度） 
読書 → → 

■評価・分析 

・「山口県子ども読書活動推進計画（第４次）」策定に協力、平成３１年３月に策定された。 

・市町教育委員会や市町立図書館への訪問により、当館の取組と事業を周知した。 

・学校図書館関係研修会等への講師派遣依頼及び運営相談は小中学校向け・高校向けともに増加した。 
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【平成３０年度事業評価⑦】 
 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上    Ｂ）達成率75%以上100%未満   Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

 

  

■今後の取組み 

・「山口県子ども読書活動推進計画（第４次）」を踏まえ、子ども読書活動関係者及び学校図書館関係者

の資質向上のための研修会開催、市町教育委員会や教員教育研究会主催の学校図書館研修会等への講

師派遣を継続実施する。 

・引き続き、県立高校や特別支援学校への支援、連携を図る。 

・メールマガジン、ウェブサイトの内容を充実させ、情報提供の強化を図る。 

・2019年度文科省委託事業（子供の読書活動の推進「発達段階に応じた読書活動の推進」）を受託し、

対話的読書活動「ライぶらり」推進事業の実施を予定する。 
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【平成３０年度事業評価⑧】 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上 Ｂ）達成率75%以上100%未満 Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

担当 読書推進グループ 

３つの柱 (2) 読書推進図書館～読書活動の拠点～

基本的取組 イ 読書活動推進を担う人材の育成（県民活動としての読書活動の展開推進）

取組中項目 (ｱ) 地域の読書活動推進のための人材育成

取組小項目 a 地域で活動する人材の育成 
取組の 
方向性 

●地域で活動する人材（図書館職員、ボランティア等）の資質向上

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎図書館職員、ボランティア等を対象とした研修の実施 読書 → → 

評価指標 

（２－２） 

子どもの読書に関する研修の受講者数（地域及び学校向け研修受講者の５年間の延べ数） 

目標値 Ｈ２３～２７：数値なし → Ｈ２８～Ｒ２：２，０００人 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

４５８人 ９１９人 １，３３１人 －人 －人 １,２００人 １１１％ 

評価 Ａ 

評価の観点 
「子どもと本をつなぐスキルアップ講座」の開催等により、受講者数が目標

値を上回った。 

取組中項目 (ｲ) 学校の読書活動推進のための人材育成

取組小項目 a 学校で活動する人材の育成 

取組の 
方向性 

●学校で活動する人材（司書教諭、学校司書、ボランティア等）の資質向上

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎学校図書館関係者を対象とした研修の実施 読書 → → 

◎市町教育委員会主催の研修会への講師派遣 読書 → → 

評価指標 

（２－２） 

（再掲） 

子どもの読書に関する研修の受講者数（地域及び学校向け研修受講者の５年間の延べ数） 

目標値 Ｈ２３～２７：数値なし → Ｈ２８～Ｒ２：２，０００人 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

４５８人 ９１９人 １，３３１人 －人 －人 １,２００人 １１１％ 

評価 Ａ 

評価の観点 
平成２９年度に続き、学校図書館セミナーを２回（８月、１１月）開催した。 

夏休みの開催の研修会には、司書教諭や教諭の参加が多かった。 

■評価・分析

・「学校図書館セミナー（２回）」、「新刊児童書閲覧会（３回）」、「幼稚園･保育園のための子ども読書研

修会（１回）」のほか、新たに「子どもと本をつなぐスキルアップ講座（２回）」を開催した。 

・子ども読書ネットワークフォーラムin下関（共催：下関市教育委員会図書館政策課）を開催し、下関

地域の子ども読書ボランティア等のネットワーク形成を図った。

・小･中学校での学校司書配置の進展に伴い、学校司書等による研修会への参加が増加した。

■今後の取組

・司書教諭や学校司書、ボランティア等を対象にした研修を継続実施する。

・幼稚園教諭や保育士等幼少期の子ども読書活動に関わる職員を対象とした研修会を継続実施する。

・県立高校や特別支援学校及び幼稚園、保育園等への講師派遣や運営相談について周知する。

・ウェブサイト、メールマガジン等の内容充実により情報提供を強化する。
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【平成３０年度事業評価⑨‐１】 
 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上    Ｂ）達成率75%以上100%未満   Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

 

 

     担当 企画・連携グループ 

３つの柱 (2) 読書推進図書館～読書活動の拠点～ 

基本的取組 ウ 新たな図書館サービスの構築 

取組中項目 (ｱ) 多様な利用者に対応したサービス体制の構築 

取組小項目 a 障害者や支援が必要な高齢者等に対応した資料の充実と提供 

取組の 
方向性 

●マルチメディアデイジー図書等、多様な利用者に対応した資料の収集・提供・利用促進 
●マルチメディアデイジー室の活用促進 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎マルチメディアデイジー図書等の収集・提供 資料 → → 

◎マルチメディアデイジー図書に係る研修への支援 企画 → → 

◎音声デイジー図書の提供・利用促進 企画 → → 

◎外国語資料の収集計画の策定及び計画に沿った収集・提供の推進 資料 → → 

評価指標 

（２－３） 

マルチメディアデイジー図書等貸出冊数（Ｈ３２年度末時点）（マルチメディアデイジー図書、音声

デイジー図書、大活字本、ＬＬブック、オーディオブックの貸出冊数） 

目標値 Ｈ２６：２，２１５冊 → Ｒ２：２，４８０冊 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

１,７４０冊 １,５７５冊 ２,０５９冊 －冊 －冊 １，８７８冊 １１０％ 

     評価 A 

評価の観点 
・平成３１年２月に県立特別支援学校向け特別貸出しを試行した。 
・定期利用者の増加に伴い、オーディオブックや大活字本の貸出しが増え、特
にオーディオブックは昨年の３倍増加した。 

取組小項目 b 障害者や支援が必要な高齢者へのサービスの普及と利用促進 

取組の 
方向性 

●全県的な障害者や支援が必要な高齢者へのサービスの対応促進 
●障害や高齢に配慮した周知の推進 
●障害や高齢による来館困難者への対応の検討・実施 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎市町立図書館の障害者や支援が必要な高齢者への対応状況調査

の実施 
企画   

◎市町立図書館職員を対象とした研修の実施 企画 → → 

◎障害者や高齢者の団体との連携によるサービスの周知 企画 → → 

◎ウェブアクセシビリティに配慮したウェブサイトの構築・運用 企画 → → 

◎来館困難者に対する郵送貸出等の検討・実施 総合 ○検討 ○ 

■評価・分析 
・障害者支援団体への協力要請を行い、各種イベント、研修会等でサービスの周知に努めている。 
・「外国語資料収集計画」に沿った収集・提供を行った。 
・来館困難者への郵送貸出は、郵送料の個人負担が発生するため利用が見込めず、個別対応を検討する。 

■今後の取組 

・障害者支援団体等との連携を継続し、サービス周知の機会の増加を図る。 
・引き続き、外国語資料の収集・提供を行う。 
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【平成３０年度事業評価⑨‐２】 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上    Ｂ）達成率75%以上100%未満   Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

担当 企画・連携グループ 

取組小項目 c 広域的利用の促進、非来館型サービスの周知 

取組の 
方向性 

●館外実施連携事業の活用によるサービスの広域化
●広域的利用者向けサービスの周知

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎館外実施の連携事業での出前図書館・展示の実施、関係資料リ

スト等の配布、県立図書館サービスの周知
総合 → → 

◎e-Net貸出サービス、協力貸出に係るチラシ配布等や学校図書館

協議会との連携による学校を通じた周知
企画 → → 

◎ウェブサイトによるレファレンス事例紹介 総合 → → 

◎ウェブサイトによる連携事業に係る報告書、関係資料リストの

提供
総合 → → 

評価指標 

（２－４） 

館外貸出冊数における市町立図書館を通じた貸出冊数（e-Net貸出及び協力貸出）の割合（年

間割合） 

目標値 Ｈ２６：４．４％ → Ｒ２：５．５％ 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

５．４％ ５．１％ ４．８％ －％ －％ ５．３％ ９１％ 

評価 B 

評価の観点 来館貸出が増え、協力貸出が減ったため全体として割合が下がった。 

評価指標 

（２－５） 

県立図書館ウェブサイトのアクセス件数／年 

目標値 Ｈ２６：８５６，５７９件 → Ｒ２：１，３００，０００件 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 32年度実績 30年度目標 達成率 

1,329,643

件 

1,226,659

件 

1,417,413

件 
－件 －件 

1,230,000

件 
１１５％ 

評価 Ａ 

評価の観点 
個人利用者による詳細検索、図書館横断検索へのアクセス数は大幅に増加し

たが、ＴＯＰ画面へのアクセス数は約６千件減少した。 

■評価・分析

・e-Net貸出サービスの利用は一昨年レベルまで持ち直したものの、協力貸出しは減少傾向であり、来

館貸出が約１万点増えたこともあり、評価指標２－４の目標値を下回った。

・e-Net貸出サービス及び協力貸出サービスの広報を県内図書館訪問時に行った。また、県内図書館全

館にe-Net貸出サービス利用案内を送付し、館内配架を依頼した。

■今後の取組

・e-Net貸出、協力貸出等の県立図書館サービスについて、県内図書館のポスター設置等周知広報を引

き続き行う。
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【平成３０年度事業評価⑨‐３】 
 

 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上    Ｂ）達成率75%以上100%未満   Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

 

 

     担当 企画・連携グループ 

取組小項目 d アクティブシニアへのサービス構築 

取組の 
方向性 

●アクティブシニアが活動できる場の提供 
●アクティブシニアの図書館利用促進 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎アクティブシニア向け図書館活用講座の検討・開催 企画 → → 

◎アクティブシニアを講師とした講座等の開催 企画 → → 

◎アクティブシニアにより構成される団体の図書館利用の促進 企画 → → 

評価指標 

（２－６） 

アクティブシニアを対象とした講座等の開催回数／年 

目標値 Ｈ２７：数値なし → Ｒ２：４回 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

１回 １回 ５回 －回 －回 ３回 １６７％ 

     評価 Ａ 

評価の観点 
放送大学山口学習センター・法テラス山口との連携講座を開始したほか、図

書館単独事業として図書館おとな塾「国木田独歩とやまぐち」を開催した。 

評価指標 

（２－７） 

アクティブシニアを講師とした講座等の開催回数／年 

目標値 Ｈ２７：数値なし → Ｒ２：２回 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

１回 １回 ４回 －回 －回 ２回 ２００％ 

     評価 Ａ 

評価の観点 放送大学山口学習センターとの連携講座を開始した。 

■評価・分析 

・放送大学山口学習センターとの連携講座は、大学を退職した教員等を講師として平成３０年度は３回

開催し、多くのシニア層の参加があった。 

・法テラス山口との連携講座は相続・遺言をテーマに平日に開催したところ、多くのシニア層の参加が

あった。 

■今後の取組 

・アクティブシニアの図書館への興味関心を喚起する内容の講座等を、他機関との連携により引き続き

実施する。 
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【平成３０年度事業評価⑩】 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上 Ｂ）達成率75%以上100%未満 Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

担当 企画・連携グループ 

３つの柱 (2) 読書推進図書館～読書活動の拠点～

基本的取組 エ 県立図書館における読書環境の充実（多様な読書に対応するための環境整備）

取組中項目 (ｱ) 読書環境の向上と読書の雰囲気・空間づくり

取組小項目 a バリアフリー、ユニバーサルデザインに配慮するためのニーズ把握と対応 

取組の 
方向性 

●障害者等の利用ニーズの把握と対応の検討・実施
●障害者等に対する館全体での受け入れ態勢の構築

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎障害者等に対する利用ニーズ調査の実施及び対応方策の検討・

実施
企画 

○対応方策

検討、試行
〇 

◎障害者等への対応のための職員研修の実施 企画 → → 

評価指標 

（２－８） 

障害者等への対応のための職員研修の実施回数／年 

目標値 Ｈ２７：数値なし → Ｒ２：２回 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

１回 ２回 ２回 －回 －回 ２回 １００％ 

評価 Ａ 

評価の観点 外部講師による図書館職員向け研修会を開催した。 

取組小項目 b 多様な利用者を受け入れるための雰囲気づくり 

取組の 
方向性 

●「使いやすさ」に配慮した館内環境づくり
●多様な利用者への対応のための職員の資質向上

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎利用者用の設備・環境に対する定期的点検（利用者アンケート

の実施）
企画 

◎ニーズの異なる利用者に配慮したゾーニングの検討・実施 総合 

○ゾーニン

グ検討・

実施

→ 

◎利用者対応に係る研修の実施（専門研修への定期的参加及び館

内研修の実施）
企画 → → 

取組小項目 c 読書案内のための情報発信や読書イベントの企画・実施 

取組の 
方向性 

●展示や資料リスト配布による所蔵資料紹介など読書案内に係る情報提供の推進
●読書イベントの実施

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎「ニュースを読む」等の館内展示開催による所蔵資料紹介 総合 → → 

◎連携事業で作成した関連資料リストの館内配布による所蔵資料

紹介
総合 → → 

◎冊子等の資料配布による情報提供 総合 → → 
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【平成３０年度事業評価⑩】 
 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上    Ｂ）達成率75%以上100%未満   Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

 

 

◎ビブリオバトル等の実施 企画 → → 

評価指標 

（２－９） 

連携事業で作成した関連資料リストの館内配布件数／年 

目標値 Ｈ２７：数値なし → Ｒ２：２０件 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

１８件 １６件 １６件 －件 －件 １７件 ９４％ 

     評価 Ｂ 

評価の観点 おでかけ講座等の配布リストを館内配布した。 

■評価・分析 

・障害者等への対応研修を通じて、職員の障害への理解を深めた。 

・「ニュースを読む」ほか、８７回の資料展示を実施した。 

・連携事業で作成した関連資料リストを、館内に設置した配布場所（ふるさと山口文学ギャラリー・明

治維新人物ギャラリー）で配布した。パスファインダーも含め、館内作成物の配布数が増加し、配布

方法や場所の確保が課題。 

 

■今後の取組 

・障害者等への対応研修については、実習を交えた研修会の継続開催を検討する。 

・館内配布物の整理とともに配布方法・配布場所を検討する。 
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【平成３０年度事業評価⑪】 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上 Ｂ）達成率75%以上100%未満 Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

担当 企画・連携グループ 

３つの柱 (3) 全県ネットワーク図書館～図書館ネットワークの拠点～

基本的取組 ア 市町立図書館との連携・協力（資料の相互利用、情報・ノウハウの提供等）

取組中項目 (ｱ) 県内図書館間の連携強化

取組小項目 a 県内図書館グループウェア運営による情報共有の推進 

取組の 
方向性 

●より使いやすい新グループウェアの導入
●情報共有の活性化

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎新グループウェアの検討・導入 企画 → → 

◎情報共有活性化のためのグループウェアマニュアルの作成 企画 

○マニュア

ル作成及

び運営

◇ 

取組小項目 b 県立図書館職員の市町立図書館訪問による情報収集 

取組の 
方向性 

●定期的な市町立図書館訪問による情報収集の実施

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎市町立図書館訪問・情報収集の実施 企画 → → 

評価指標 

（３－１） 

市町立図書館への訪問回数（５年間の延べ数） 

目標値 Ｈ２３～２７：数値なし → Ｈ２８～Ｒ２：１８０回 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

３６回 ７５回 １１１回 －回 －回 １１１回 １００％ 

評価 A 

評価の観点 市町立図書館の中心館を中心に、１８市町全て訪問した。 

取組中項目 (ｲ) 協力貸出、物流の充実

取組小項目 a 協力貸出の周知強化 

取組の 
方向性 

●県民への協力貸出の周知

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎協力貸出の利用促進ポスター等の作成・配布 企画 → → 

■評価・分析

・グループウェアの情報発信については、７月６日の大雨被害の状況の情報共有などに使用した。マニ

ュアルについては作成中。

・研修講師派遣などの機会も含め、年１～２回の図書館訪問を実施し、県立図書館への要望や各館の課

題について情報収集を行った。

・県内図書館訪問時に協力貸出を活用するよう依頼した。

■今後の取組

・「山口県図書館協力ハンドブック2009」の更新に併せてグループウェアマニュアル作成に取り組む。

・協力貸出の利用促進について、図書館協力担当者会議や、図書館訪問において、さらに市町立図書館

職員に対して利用者向け周知に係る働きかけを行う。

・協力貸出の利用促進ポスターを更新し、県内図書館に作成・配布を行う。
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【平成３０年度事業評価⑫】 
 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上    Ｂ）達成率75%以上100%未満   Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

 

 

     担当 企画・連携グループ 

３つの柱 (3) 全県ネットワーク図書館～図書館ネットワークの拠点～ 

基本的取組 イ 
大学図書館、専門的機関等も含めた連携（学術研究、専門分野も含めた県域でのネットワ
ークづくり） 

取組中項目 (ｱ) ３館協定館（山口大学図書館、県立大学図書館）等との連携強化 

取組小項目 a ３館協定に基づく連携推進 

取組の 
方向性 

●大学における遠隔地利用者返却システムの周知 
●大学との連携事業の実施 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎遠隔地返却の周知ポスター等の作成・配布 企画 → → 

◎山口大学図書館、山口県立大学図書館での出張利用講座等の開催 企画 → → 

評価指標 

（３－２） 

山口大学図書館、山口県立大学図書館との連携行事の開催回数（５年間の延べ数） 

目標値 Ｈ２３～２７：数値なし → Ｈ２８～Ｒ２：１０回 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

２回 ４回 ６回 －回 －回 ６回 １００％ 

     評価 A 

評価の観点 
山口大学図書館学生協働（図書館ボランティア）と連携し、当館館内行事へ

の参加協力及び学生協働学習会への講師派遣を実施した。 

取組小項目 b ３館協定館以外の大学図書館等との連携 

取組の 
方向性 

●県内大学図書館との資料の相互利用に係る協力体制構築に向けての検討・協議 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎県内大学図書館に対するニーズ調査の実施 企画 ○調査実施 〇 

◎県内大学図書館との連携に係る協議及び連携の試行 企画   

■評価・分析 

・３館協定館における遠隔地利用者返却システムの運用体制は定着しているが、学生向けの利用に係る

広報を行う必要がある。 

 

■今後の取組 

・学生に対し、公立図書館の利用に係る啓発等の取組を引き続き行う。 
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【平成３０年度事業評価⑬】 
 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上    Ｂ）達成率75%以上100%未満   Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

 

 

     担当 企画・連携グループ 

３つの柱 (3) 全県ネットワーク図書館～図書館ネットワークの拠点～ 

基本的取組 イ 
大学図書館、専門的機関等も含めた連携（学術研究、専門分野も含めた県域でのネットワ
ークづくり） 

取組中項目 (ｲ) 専門機関との連携による専門的な図書・資料収集の充実 

取組小項目 a 調査相談（レファレンスサービス）機能に係る専門的機関との連携 

取組の 
方向性 

●専門機関との情報交換・連携体制の維持・発展 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎レファレンス研修における専門機関との連携（専門員講師の招聘

等） 
総合 → → 

取組小項目 b 資料収集に係る専門的機関との連携体制の強化 

取組の 
方向性 

●大学図書館等との連携による効率的な資料収集の検討 
●山口県産業技術センターとの連携維持・発展 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎３館協定館（山口大学図書館、山口県立大学図書館）との資料収

集に係る協議体制の構築 
企画 

○協議体制

構築 
○ 

◎県内他大学との連携体制の検討 企画   

◎「山口県産業技術センターセレクション」の継続、資料更新 資料 ○資料更新 ○ 

◎資料収集に係る新たな県関連機関との連携促進 企画 → → 

取組中項目 (ｳ) 県内図書館関係団体との連携推進 

取組小項目 a 山口県図書館協会との連携・協力推進 

取組の 
方向性 

●山口県図書館協会との連携による全県的な図書館振興の推進 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎図書館振興に係る事業（「図書館振興県民のつどい」等）の実施 企画 → → 

◎図書館関係団体の組織化（県図書館協会団体会員への加入促進） 企画 → → 

取組小項目 b 山口県大学図書館協議会・山口県学校図書館協議会との連携推進 

取組の 
方向性 

●館種を超えた協力体制の構築 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎研修会等の共催事業の実施 企画 
○検討・実

施 
○ 

■評価・分析 
・レファレンス研修は国立国会図書館より講師を招聘した（図書館職員等専門講習会の研修を活用）。 
・「山口県産業技術センターセレクション」について、館内での選書による継続、資料更新にとどまった。 
・３館協定館協議において、各館の資料収集方針等の情報交換を行った。 
・図書館振興県民のつどいを山口県大学図書館協議会、山口県学校図書館協議会との共催で開催した。 

■今後の取組 
・研修業務で実施する研修機会を活用しつつ、レファレンス研修における専門機関との連携を図る。 
・「山口県産業技術センターセレクション」の継続、資料更新について、山口県産業技術センターとの連
携を図る。 

・３館協定館における資料収集の協議については、山口大学が収集方針改訂予定、山口県立大学が新規
策定予定のため、引き続き情報交換を行う。 
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【平成３０年度事業評価⑭】 
 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上    Ｂ）達成率75%以上100%未満   Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

 

 

     担当 企画・連携グループ 

３つの柱 (3) 全県ネットワーク図書館～図書館ネットワークの拠点～ 

基本的取組 ウ 県外図書館とのネットワーク形成（県内外図書館をつなぐ結節点としての役割） 

取組中項目 (ｱ) 国立国会図書館が運営する各種データベースへの参加 

取組小項目 a 国立国会図書館データベースへの積極的なデータ提供 

取組の 
方向性 

●国立国会図書館との連携による、当館が作成・所有する各種データの発信・利用促進 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎国立国会図書館総合目録ネットワーク事業へのデータ提供 企画 → → 

◎レファレンス協同データベースへのデータ提供 総合 → → 

評価指標 

（３－３） 

レファレンス協同データベースにおける新規データ公開件数／年 

目標値 Ｈ２７：３０件 → Ｒ２：４５件 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

３０件 ４１件 ５４件 －件 －件 ３８件 １４２％ 

     評価 Ａ 

評価の観点 計画的な更新（データ提供）により目標を達成した。 

■評価・分析 

・レファレンス協同データベースについては、山口県関係の事例を中心に、定期的に更新した。 

 

■今後の取組 

・引き続き、レファレンス協同データベースへのデータ登録の推進など、国立国会図書館との連携に努

める。 
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【平成３０年度事業評価⑮】 
 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上    Ｂ）達成率75%以上100%未満   Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

 

 

     担当 企画・連携グループ 

３つの柱 (3) 全県ネットワーク図書館～図書館ネットワークの拠点～ 

基本的取組 エ 地域づくり団体等との連携推進（地域づくり活動等への協力推進） 

取組中項目 (ｱ) 地域づくり、まちづくりイベントへの協力 

取組小項目 a 商工会議所等との連携事業の推進 

取組の 
方向性 

●図書館の資料及び職員の知識技能の地域への積極的な還元 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎山口市商工会議所、（公財）やまぐち産業振興財団等との連携事

業の実施 
企画 → → 

◎新たな連携先の開拓及び連携事業の実施 企画 ○開拓 ○ 

評価指標 

（３－４） 

新たな連携先の開拓実績（５年間の延べ数） 

目標値 Ｈ２３～２７：数値なし → Ｈ２８～Ｒ２：３件 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

－件 ２件 ４件 －件 －件 ３件 １３０％ 

     評価 Ａ 

評価の観点 
放送大学山口学習センター及び法テラス山口と新規に連携し、連携事業とし

て当館で県民向けの講座を開催した。 

取組中項目 (ｲ) パークロード周辺文化施設（美術館、博物館等）との連携推進 

取組小項目 a 企画展との連携事業の推進 

取組の 
方向性 

●情報交換、意思疎通の促進を図った連携事業の推進 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎企画展関連図書展示、関連資料紹介リストの作成・配布 総合 → → 

◎企画展関連資料の貸与 企画 → → 

■評価・分析 

・新たな連携先と講座開催を行い、放送大学山口学習センターと３件、法テラス山口とは１件の講座を

当館で実施した。 

・商工会議所等との連携に加え、県立博物館、美術館ほか、文化施設の行事や県の施策に合わせた資料

展示を積極的に行った。 

 

■今後の取組 

・連携事業で作成した成果物の提供と活用を図る。 

・新たに開拓した連携先との継続的な事業の実施を予定する。 
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【平成３０年度事業評価⑯】 
 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上    Ｂ）達成率75%以上100%未満   Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

 

 

     担当 企画・連携グループ 

３つの柱 (3) 全県ネットワーク図書館～図書館ネットワークの拠点～ 

基本的取組 オ 図書館職員、図書館活動に関わる人材の育成 

取組中項目 (ｱ) 図書館司書研修プログラムの充実 

取組小項目 a 市町立図書館職員研修の実施 

取組の 
方向性 

●ニーズに基づいた計画的な研修の実施 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎研修に係る市町立図書館職員のニーズ調査の実施 企画 → → 

◎新任職員基礎講座の開催 企画 → → 

◎図書館職員等専門講習会の開催 企画 → → 

◎新任図書館長研修への支援 企画 → → 

評価指標 

（３－５） 

県内図書館員向け研修受講者数（５年間の延べ数） 

目標値 Ｈ２３～２７：数値なし → Ｈ２８～Ｒ２：１，０００人 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

３７０人 ６５９人 ９１４人 －人 －人 ８００人 １１４％ 

     評価 Ａ 

評価の観点 
新任職員基礎講座、図書館職員等専門講習会のほか、県図書館協会等との共

催で講習会等を実施した。 

取組小項目 b 県立図書館司書職員の資質向上 

取組の 
方向性 

●計画的な研修受講体制の構築 
●専門分野を持った司書の育成 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎研修計画の策定及び計画に沿った研修受講の推進 企画 → → 

取組小項目 c 市町立図書館主催の研修等への支援 

取組の 
方向性 

●市町立図書館主催研修の活性化 

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎県立図書館職員出前研修に係るニーズ調査・試行及び実施 企画 ○本格実施 ○ 

◎研修情報の提供 企画 → → 

■評価・分析 

・県立図書館職員による市町立図書館主催研修等への講師派遣を積極的に行った。 

 

■今後の取組 

・引き続き、研修の実施、講師の派遣等を行い、図書館活動に関わる人材の育成に努める。 
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【平成３０年度事業評価⑰】 

※計画・遂行状況  計画：◇  実行・着手：○  継続：→  完了：●  未着手：× 

※達成率  Ａ）達成率100%以上 Ｂ）達成率75%以上100%未満 Ｃ）達成率50%以上75%未満 

Ｄ）達成率25%以上50%未満 Ｅ）達成率25%未満 

担当 企画・連携グループ 

３つの柱 (3) 全県ネットワーク図書館～図書館ネットワークの拠点～

基本的取組 オ 図書館職員、図書館活動に関わる人材の育成

取組中項目 (ｲ) 図書館活動に関わる人材の育成

取組小項目 a 大学の司書課程への協力 

取組の 
方向性 

●図書館実習等の受入れ

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎司書課程実習の受入れ 企画 → → 

◎インターンシップ・職場体験学習の受入れ 企画 → → 

◎司書課程等への講師派遣 企画 → → 

取組小項目 b 図書館ボランティアの養成、活動促進 

取組の 
方向性 

●山口図書館サポーターの募集推進
●山口図書館サポーターの活動促進
●ボランティア団体との連携等による図書館ボランティアへの研修等の実施

具体的事業 事業担当 30年度計画 遂行状況 

◎ボランティア団体への働きかけ等による山口図書館サポーター

の募集
企画 → → 

◎山口図書館サポーター参加事業の充実 企画 → → 

◎ボランティア団体との連携等による図書館ボランティアへの研

修等の実施
企画 → → 

評価指標 

（３－６） 

山口図書館サポーターの活動日数／年 

目標値 Ｈ２７：数値なし → Ｒ２：１５日 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

２３日 １９日 ２６日 －日 －日 １５日 １６０％ 

評価 A 

評価の観点 図書館主催行事の補助活動を積極的に依頼した。 

評価指標 

（３－７） 

図書館ボランティアへの研修等の実施回数／年 

目標値 Ｈ２７：数値なし → Ｒ２：２回 

備考 － 

28年度実績 29年度実績 30年度実績 元年度実績 2年度実績 30年度目標 達成率 

３回 ３回 ３回 －回 －回 ３回 １００％ 

評価 Ａ 

評価の観点 
修理技術講座（２回）、図書館おとな塾「国木田独歩とやまぐち」（一般県民

向け）を実施した。 

■評価・分析

・他機関との新規連携により講座開催が増えたため、サポーターの行事補助活動日数が増加した。

■今後の取組

・引き続き実習、インターンシップの受入れ等を行い、図書館活動に関わる人材の育成に努める。

・サポーターの補助活動が可能な図書館主催行事等の把握、計画的なサポーター活動日の設定に努める。 
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